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（はじめに） 

平成１７年第１回定例会の開会にあたり、市政運営について所信の一端を申

し述べますとともに、今議会に提案いたしました平成１７年度当初予算、並び

にその他の議案について、概要をご説明申し上げます。 

平成１４年４月に私が市長に就任してから、早や 3 年が経過しようとしてお

り、平成１７年度は１期４年の仕上げの年となります。 

この間、市長として、「さわやか市政」のスローガンを掲げ、財政状況が厳

しい中で、市民本位、成果重視の行政経営に努めてまいりました。 

伊万里市全体の発展を大局的にとらえる一方で、市内のそれぞれの地域に対

するこまやかな配慮を心がけ、常に市民の目線に立って考え、行動してきたと

ころです。 

タウンミーティングの開催をはじめ、様々な団体の会合や地域でのイベント

などにも積極的に出向いて、あらゆる人の意見に耳をかたむけ、議論をいたし

ました。 

市役所の中にいては分からない地域の思いを肌で感じることもできました

し、そうしたふれあいの中でいただいたご意見や力強い励ましは、市政を運営

する大きな原動力となりました。 

これからのまちづくりには、熱意と行動力を持った住民の参画が必要なこと

から、できるかぎり情報を提供し、共有することで「市民と行政の協働」を進

めてきたところですが、すでに様々な地域やグループで活発な動きが出てきて
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いることに確かな手ごたえと頼もしさを感じているところです。 

このため、伊万里市がこれまでに培ってきたものを基礎に、５０周年記念事

業などをとおして盛り上がりを見せる「市民と行政の協働」「住民主導」の流

れを大きくしながら、夢のある元気な伊万里づくりに向け、進取の気概を持っ

て果敢に挑戦していく決意であります。 

 

（市政運営に対する考え方） 

さて、今日では想像を絶する自然災害や凶悪犯罪などが次々に起こり、社会

的不安が高まっているように思われます。 

また、構造的な問題としては、少子高齢化の進展に加えて、団塊の世代がこ

の数年のうちに第一線を退くなど、生産年齢人口が減少することから、安定し

た市民生活を支えてきた年金や保険といった社会保障制度を維持していくこ

とがだんだん難しくなってきています。 

一方、経済情勢においては、長引く景気の低迷も一気に好転する兆しは見え

ず、依然厳しい状況にあります。 

このようななか、国や地方自治体は数多くの課題を抱えながら、行政運営に

取り組んでいます。 

なかでも重要なのは財政問題であり、本市においても、国の三位一体改革の

推進により、地方交付税の見直しや補助金の削減が行なわれるなど､これまで

どおりの国の支援が見込めなくなったことから、非常に厳しい財政状況となっ
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ております。 

あらゆる面でこれまでの成長・拡大路線が維持できなくなってきていること

を考えますと、発想を大胆に変え、やり方に創意工夫を加えていかなければな

りません。 

このため、市政運営にあたっては、「さわやか市政」をさらに推進すること

とし、パブリックコメントや地区公民館長の地域による公募選考方式の導入な

ど、市民参画の市政を進めるとともに、職員のやる気と能力を引き出す新しい

人事システムの構築を進め、これまで以上に効果的で効率的な業務の遂行をめ

ざすなど、職員と一丸となって市民サービスの向上に積極的に取り組んでまい

ります。 

また、まちづくりについては、新たな半世紀に向けて、市民の皆様との協働

のもと、市民にとって「住みよいまち」から、誰でもが「住みたいまち伊万里」、

観光客が「行きよいまち」から、誰でもが「行きたいまち伊万里」となるよう、

長期的な視点で「住みたいまち伊万里･行きたいまち伊万里」をめざし、「安心」

「活力」「発展」の施策を推進するとともに、「海洋」「環境」「エネルギー」の

先端都市づくりを進めてまいります。 

 

（主要な施策） 

以上申し上げました市政運営の基本的な考え方に基づいて取り組む主な施

策について、ご説明いたします。 
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一つは、市民の誰もが「安心」して心豊かに暮らせる伊万里づくりです。 

誰もが健康を願い、病気のときも安心して任せられる医療サービスを望んで

います。関係機関と連携して小児医療や救急医療体制の充実を図るとともに、

地域医療の中核となるよう市民病院の改革を進めてまいります。 

社会福祉の充実では、これまでの行政による福祉に加え、住民相互の生活支

援や交流活動など、市民自らも福祉の担い手となる地域福祉計画の策定に取り

組みます。 

また、すべての高齢者が安心して暮らせる社会を築くため、１８年度を初年

度とする第４次老人保健福祉計画、及び第３期介護保険事業計画の策定に取り

組むとともに、高齢者ニーズ等を把握し適正な介護や保健福祉サービスの提供

を推進してまいります。 

安心して子どもを産み育てることができる環境づくりとして、留守家庭児童

クラブの拡大をはじめ、延長保育の実施を促進するなど、次世代育成支援行動

計画に位置付けた事業の推進を図り、保護者の子育てと仕事の両立支援を行な

うとともに､子どもたちの健全な育成に努めます。 

機能充実を望む声の高かった障害児発達支援センター「ひまわり園」につい

ては、旧法務局跡への移転新築に取り組み、これまで以上に利用しやすい施設

としての運営をめざします。 

地球規模での喫緊の課題である環境問題については、将来にわたり豊かな環

境を保全するための総合的な施策の指針となる環境基本計画を策定するとと
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もに、環境先端都市をめざし、生ごみをはじめとした有機性廃棄物の資源化に

ついての調査・研究を行なうなど、資源循環型社会の構築に向けた取り組みを

進めてまいります。 

安心の前提は安全の確保であり、予測のできない自然災害などから、高齢者

や障害者等の災害弱者を守るため、各自治会単位での自主防災組織の設置を促

進し、地域ぐるみの防災体制の確立を図ります。また､急傾斜地の崩壊防止や

河川、ため池の改修など災害の未然防止にも努めてまいります。 

 

二つは、地域浮揚の核となる、産業も人も「活力」みなぎる伊万里づくりで

す。 

基幹産業である農業の振興については、地域農業を支える担い手農家や生産

グループの育成とともに、市場の動きに対応した新規作物の導入や加工品の開

発、ブランド力の向上などに力を入れてまいります。 

あわせて、幅広い層の市民や事業者などを巻き込み、市を挙げて取り組む「食

を活かしたまちづくり」により、地産地消運動や消費者との交流を展開してい

くほか、農村ならではの自然景観や伝統文化などを維持、保全する取り組みを

通じて魅力ある農村づくりを進めてまいります。 

商業の振興については、伊万里銀店街協同組合が取り組むアーケード撤去と、

景観を白壁土蔵風に改修するファサード整備を支援するとともに、伊万里川を

活かしたまちづくりとしての伊万里川河畔における屋台村設置や、商店街を回
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遊させる仕掛けづくりを促進し、中心市街地の活性化を図ってまいります。 

観光の振興では、もてなしの心により観光客の満足度を高める観光ボランテ

ィアガイドの養成に取り組むとともに、焼物の里としてのイメージを高めるた

め、伊万里駅南口線の歩道へ陶板を設置するなど、｢行きたいまち伊万里｣とし

ての魅力アップに努めてまいります。 

 

三つは、地域資源や個性を活かしてさらに「発展」する伊万里づくりです。 

伊万里港の活用では、今や「世界の市場」と呼ばれるまでに急速な経済成長

を遂げた中国との交易拡大をめざして、昨年秋、大連市に伊万里梨の試験輸出

を行い、今後の事業展開に向けて一定の成果が得られたことから、引き続き、

伊万里焼などの市場調査を実施し、販売に向けた具体的な取り組みに力を入れ

てまいります。 

また、昨年８月の上海航路開設でコンテナ貨物の取扱量が飛躍的に増加した

勢いを、積極的なポートセールス活動によりさらに加速させるとともに、港湾

物流の効率化を図る情報システム化の検討を促進するなど、国際物流港として

の位置を確固たるものにしてまいります。 

さらに、世界の注目を集める佐賀大学の海洋エネルギー研究の成果を活かし

た新たな産業の創出に取り組むなど、伊万里湾の特性を活かした「海洋」、「エ

ネルギー」の先端都市づくりを進めます。 

福岡都市圏へのアクセスを大きく改善する西九州自動車道については、伊万
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里東インターの計画見直しや新たなインターの追加が検討されるなど、地元調

整が着々と進められる中、事業の早期完成に向け、関係機関への働きかけをい

っそう強化してまいります。 

また、国道４９８号大坪バイパスや県道黒川松島線バイパス（仮称）など、

市内の幹線道路網の整備促進に努めてまいります。 

そのほか、国史跡に指定された大川内鍋島窯跡を中心に、秘窯の里大川内山

一帯を世界遺産にしようとする取り組みや、環境先端都市のイメージを広げる

ツルの越冬事業など、壮大で夢のあるプランの実現に向け市民挙げて取り組み

ます。 

 

（当初予算編成の考え方） 

以上、私のまちづくりに対する基本的な考え方をご説明申し上げましたが、

将来にわたり市勢が発展し、豊かな地域としていくには、数多くの課題があり、

それに対する施策を展開していくための安定した財源が必要となります。 

そこで、昨年 8 月に他の自治体に先駆けて策定した財政健全化計画とそれに

整合した後期実施計画を指針として、計画的な行財政運営に取り組むこととし、

収入が大きく落ち込むなかで、１７年度予算は１６年度からさらに縮小せざる

を得ない状況となりました。 

このことから、最小の経費で最大の効果を発揮するという行財政運営の原点

に立ち、昨年に続く予算枠の配分や新たなインセンティブ方式の採用など、工
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夫をこらしながら、厳しい財政状況の中にも今後の市政に一筋の光が見え、将

来に明るい展望が開ける、いわば「未来志向型」予算編成に努めたところです。 

具体的には､健康福祉施策や環境対策に重点を置くとともに、道路建設など

のハード事業については、緊急性や投資効果の高いものを優先する一方、市民

との協働という視点を強化しながら、未来に大輪の花を期待できる芽となるよ

うな事業へ積極的な予算配分を行い、市民満足度の維持、向上を目指す内容と

いたしました。 

その結果、平成１７年度当初予算の規模は、 

一般会計 １８７億３，４００万円 

特別会計 １８８億  ６９０万円 

企業会計  ４３億２，２４５万円  といたしております。 

 

（予算の主な内容） 

以下､今回提案いたしました予算の主な内容について、重複を避けながら総

合計画で定めた施策の大綱に沿ってご説明申し上げます。 

 

第一に、活力とにぎわいのあるまちづくりについて申し上げます。 

快適で活力ある都市へと発展し、市民一人ひとりの生活を豊かにするために、

都市機能をさらに強化し地域産業の活性化に努めます。  

農業の振興につきましては、農作業の効率化と生産性の向上を図るための基



 ９

盤整備として、小規模土地改良事業や西八谷搦地区基盤整備促進事業などを実

施するほか、水田農業をはじめ果樹や野菜において、高性能機械の導入や施設

化を促進するなど、収益性の向上をめざして営農条件の整備に努めてまいりま

す。 

一方、後継者不足や高齢化などによる耕作放棄地が増加する傾向にあるなか、

事業継続を望む声が高かった中山間地域等直接支払交付金制度を引き続き実

施し、農地保全や多面的機能を維持する取り組みを支援するとともに､深刻さ

を増すイノシシ被害については､従来の駆除や被害防止対策への支援に加え、

新たに狩猟免許取得に要する費用負担の軽減措置を設けるなど、駆除従事者の

育成確保を図ってまいります。 

また、消費者の地元農産物に対する関心を高め、地産地消をさらに推進する

ため、「畑の中のレストラン」を引き続き開催するなど､生産者と消費者の交流

を促進してまいります。 

林業の振興につきましては､森林資源の育成や多面的機能を維持するため森

林施業の促進を図るとともに､林道整備や作業路開設に対する支援などを通じ

て、林業生産基盤の整備に努めます。 

また、地域材を活用した保育園の木造遊具設置に対し支援を行ない､地場産

材の需要拡大を促進いたします。 

水産業の振興につきましては、土砂の堆積により船舶の給油作業に問題が生

じている波多津漁港において、波多津漁業協同組合が行なう給油施設の移転を
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支援するとともに､地域のイベントから伊万里市のイベントへと定着しつつあ

る波多津港みなと祭りを支援するなど、漁業経営の安定と漁港の活性化を図っ

てまいります。 

工業の振興につきましては、新規企業等の立地勧奨に向けた情報の収集、発

信による積極的な企業誘致活動に努めるとともに、中小企業が行う新技術や新

製品の開発を支援するなど、地場企業の活性化を図ってまいります。 

商業の振興につきましては、商店街が行なう公募形式による空き店舗を活用

した取り組みに対して支援を行うとともに、伊万里商店連合会が実施する集客

のためのイベント活動を支援するなど、中心商店街の活性化を図ってまいりま

す。 

観光の振興につきましては、福岡都市圏に向け重点的に、また継続的に｢伊

万里｣の情報発信を行うとともに、観光のみならず幅広い産業面での宣伝活動

に結びつける「物産と観光キャンペーン」に引き続き取り組みます。 

また、本市の東の玄関口である大川野駅構内にコミュニティの場となる「大

川町ふれあい館」（仮称）を整備し、石炭産業の歴史や特産品である梨などの

地域資源を活用して、ＪＲの利用促進と観光客の誘致につなげてまいります。 

一方、財団法人黒澤明文化振興財団により計画が進められている黒澤明記念

館の建設については、財団との協議をしながら、計画が順調に進むよう、国、

県等からの支援について引き続き働きかけを行なってまいります。 

道路・交通体系の整備につきましては、市街地北部の重要な幹線道路となる
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大坪木須線や、安全な通学路の確保にも重要な役割を果たす陣内白野線など都

市計画道路の整備をはじめ、生活関連道路の改良を引き続き推進するなど、道

路網の整備に努めてまいります。 

また、通勤・通学者や高齢者など地域住民の交通手段を確保するため、バス

路線の維持や市街地におけるコミュニティバスの運行に努めてまいります。 

港湾機能の整備につきましては、貨物取扱量が飛躍的に増加していることや

厳しい国際競争のもとで船舶の大型化が急速に進んでいることから､コンテナ

ヤードの拡張や大型船に対応できる岸壁の整備、航路の浚渫など、関係機関と

の調整を図りながら港湾施設の整備を促進してまいります。 

水資源の開発につきましては、上水道の水源となる県営井手口川ダムにおい

てダム本体の実施設計が予定されており、引き続き水没予定者の生活再建策や

建設予定地の地域振興策について、県や地元関係者との協議、調整に努めてま

いります。 

また、第３工業用水道における浄水能力の高度化を図るなど、工業用水の安

定した水質と水量の確保、供給に努めてまいります。 

土地利用の適正化につきましては、地籍調査における大川町での一筆地調査

等を完了するとともに、新たに南波多町の一部で調査に着手するなど、円滑な

事業の推進に努めてまいります。 

地域情報化の推進につきましては、情報格差の是正を図るため、ケーブルテ

レビ網の未整備地区への拡張について、地元や関係機関との協議を進めるとと
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もに、インターネットにおける本市への窓口となる「まるごと伊万里」市民ポ

ータルサイトの内容充実を支援してまいります。 

 

第二に、人にやさしい健康・福祉のまちづくりについて申し上げます。 

すべての市民が尊重され、生涯を通じて健康で明るく、心豊かな生活を送る

ことができる地域社会の形成に努めます。 

保健サービスの向上につきましては、市民の皆さんにご意見をいただきなが

ら「いきいき健康づくりプラン２１」の中間見直しを行い、乳幼児から高齢者

まですべての市民が健康な生活を送ることができるよう、各種健康診断や相談

体制の充実などに努めます。 

また、健康づくり週間に、親と子の交流を深めるイベント等を開催し、育児

不安の軽減や子どもの生活習慣病予防などに取り組んでまいります。 

さらに、認知症予防のための生きがいづくり教室を開催するほか、気軽で楽

しく取り組める「つる・かめ体操（仮称）」を市民とともに創り上げ、普及さ

せるなど、生涯を通じた健康づくりを推進してまいります。 

医療体制の充実につきましては、休日等における急病などの救急患者に対応

するため、休日急患医療センターや病院群輪番制の円滑な運営に努めるととも

に、夜間における救急告示病院の診療体制を確保してまいります。 

また、課題となっている小児医療体制の充実を図るため、県の支援制度の活

用などにより、小児科専門医の確保に努めてまいります。 
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高齢者福祉の充実につきましては、一人暮らしの高齢者等を対象とした緊急

通報システム事業や家屋の軽微な修理などを支援する軽度生活援助事業につ

いて、国、県の制度が廃止されるなか、市の単独事業として継続を図るなど、

高齢者が安心して暮らせる長寿社会の構築に努めてまいります。 

障害者（児）福祉の充実につきましては、在宅障害者等の日常生活を支援す

るため、ホームヘルプサービスやデイサービスなどに引き続き取り組むととも

に、社会参加の促進を図るための職業訓練や働く場を提供する障害者授産施設

への支援に努めてまいります。 

子育て支援の充実につきましては、留守家庭児童クラブを新たに波多津小学

校と松浦小学校に開設するとともに、１８年度の開所に向けて黒川小学校に専

用施設を整備いたします。 

 

第三に、環境にやさしい快適・安全なまちづくりについて申し上げます。 

市民一人ひとりが安心して暮らせるまちづくりをめざし、自然環境の保全に

配慮しながら、豊かな自然と共生した潤いと安らぎのある生活環境の整備を進

めてまいります。 

公園・緑地の整備につきましては、市民の意見を採り入れて、計画の見直し

を行った伊万里ファミリーパーク（仮称）において、１８年度の一部供用開始

をめざし、自然豊かな特性を活かした魅力のある公園として整備を推進してま

いります。 
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住宅の整備につきましては、市営住宅の給水管の改修や屋外階段に手摺を設

置するなど、安全で住みやすい居住環境の整備に努めます。また、定住促進対

策事業として、インターネットなどにより、農村地域にある空家の情報を提供

し、都市部からの定住を促進してまいります。 

上水道の整備につきましては、第９次拡張事業として、簡易水道の統合に向

けた大川町から松浦町、大坪町をつなぐ主要接続幹線の配水管新設工事を行な

うほか、鉛製給水管の敷設替えを継続して行なうなど、安全で安心して飲める

上水の安定供給を推進してまいります。 

下水道等の整備につきましては、浄化センター水処理施設の増設工事を継続

するとともに、公共下水道や農業集落排水の整備区域において水洗化率のいっ

そうの向上に努めるほか、その他の区域においては、合併処理浄化槽の設置を

支援するなど、公共用水域の水質保全と快適な生活環境の確保に努めてまいり

ます。 

資源リサイクルの向上につきましては、学校給食センターなどから排出され

る生ごみについて、ＮＰＯ法人への委託による堆肥化を推進するほか、クリー

ン伊万里市民協議会が活動母体の伊万里「環の里」計画をはじめ、市民団体が

行う自主的、主体的なごみの排出抑制と再資源化等の実践活動を支援してまい

ります。 

廃棄物処理への対応につきましては、環境センターにおいて施設の老朽化や

ごみの増加等により処理能力の低下が見られることから、県が定めたごみ処理
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広域化計画との整合を図りながら、施設の延命化を目的とした長期的な整備計

画の策定に着手します。 

消防・救急の充実につきましては、防災フェアや地域における防火研修会を

開催し、市民の防火意識の高揚を図るとともに、消防団の積載車の更新や資機

材の充実を図るなど、消防体制の強化に努めます。 

また、高齢化の進展などにより心停止を伴う心疾患が増加するなか、医療従

事者以外でも講習を受ければ取り扱える自動体外式除細動器（ＡＥＤ）につい

て、婦人防火クラブ連絡協議会への導入を支援するとともに、救急救命士の養

成を図るなど、救急体制の充実に努めてまいります。 

防災対策の充実につきましては、市民生活の安全を確保するため、防災パト

ロールの実施による災害危険個所の把握や警察等の関係機関と連携した災害

情報の的確かつ迅速な伝達に努めてまいります。 

交通安全の確保につきましては、高齢者交通安全指導員を市内全域において

設置することにより、高齢者自らによる交通安全活動の普及を図るとともに、

歩行者等に配慮した交通安全施設を整備するなど、安全な交通社会の実現をめ

ざします。 

 

第四に、豊かな個性と文化を育むまちづくりについて申し上げます。 

ふるさとに対する愛着と誇りを持ち、自ら積極的にまちづくりに関わる多彩

な人材の確保や明日の伊万里を担う青少年の健全な育成を図り、歴史や伝統文
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化など固有の資源を活かした個性豊かな地域社会づくりに努めます。 

生涯学習社会の形成につきましては、生きがいや自己実現などのために、市

民自らが企画運営に参画し、学ぶことのできる機会の充実に努めるほか、子ど

もの自主的な読書を促す環境づくりを推進するなど、生涯学習の総合的な推進

を図ります。 

学校教育の充実につきましては、国見中学校の改築に向けた建物の耐力度調

査を行うとともに、ＰＦＩ手法の活用による学校給食センターの整備に向けた

事業者選定を進め、本格的な建設に取り組むなど、安全で快適な教育環境の整

備に努めます。 

また、学校と家庭が連携できる学習の手引きや、いのちの教育のための指導

資料を作成、配布する「きらきら伊万里っ子育成事業」に取り組み、児童生徒

の学力の向上と心の育成をめざします。 

青少年の健全育成につきましては、地域における子どもの居場所づくりとし

て、様々な体験活動や地域住民との交流活動を行なうなど、家庭や学校、地域

と連携して、心豊かでたくましい青少年の育成を推進します。 

スポーツ・レクリエーションの振興につきましては、ソフトボール場２面が

確保できる多目的運動広場の建設など社会体育施設の整備を図るとともに、

「伊万里夕やけマラソン」など市外からの参加も含めて市民が気軽に参加でき

るスポーツ活動の機会を提供してまいります。 

人権教育の推進につきましては、同和問題をはじめとした人権問題について、
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すべての人の人権が尊重される社会の実現のため、人権・同和に関する市民意

識調査を実施するとともに、引き続き、教育・啓発活動を推進いたします。 

市民文化活動の推進につきましては、「伊万里・黒澤映画祭」や「いまり浪

漫大学」など市民自らが企画、運営する活動への支援を行うとともに、市民の

学習意欲や文化意識の高揚を図る「市美術展」などを継続して開催するほか、

伊万里にふさわしい博物館・美術館構想について、市民の熟度を高める「市民

フォーラム」の開催などに引き続き取り組んでまいります。 

文化財の保護と継承につきましては、国史跡大川内鍋島窯跡の将来的な保存

整備と活用策についての計画策定を進めるとともに、世界に誇る鍋島の企画展

を伊万里・鍋島ギャラリーにおいて開催するほか、市内にある指定文化財の説

明板等を更新するなど、文化財の顕彰に努めます。 

国際交流につきましては、大連市からの公務研修生を引き続き受け入れるな

ど、友好交流を深めるとともに、経済・文化交流を含めた新たな展開を図って

まいります。 

 

最後に、参加と連携によるまちづくりについて申し上げます。 

市民と行政の協働をさらに進め、住民自らが行なうまちづくりを積極的に支

援するとともに、様々な行政課題に的確に対応できるよう行政経営の効率化に

努めてまいります。 

情報公開の推進につきましては、個人情報の適正な管理に配慮しながら、条
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例に基づいて円滑な情報公開制度の運用に努めます。 

広報広聴機能の充実につきましては、情報発信機能の強化充実を図るため、

広報機能を情報部門へ移管することにより、広報誌やホームページなどで行政

情報のより積極的な提供に努めてまいります。 

また、市内全地区で開催したタウンミーティングについては、地域おこしな

どで活躍された方々とその事例を広く紹介するとともに、若者と夢を語り合え

るような場として実施したいと考えております。 

市民と行政の協働につきましては、市民が主体的、自主的に取り組む地域づ

くり活動に対して、引き続き支援を継続するほか、市外に広くアピールできる

など市全体の活性化に繋がる取り組みについては、新たな支援策を講じてまい

ります。 

また、市民の行政への参画を図るため、協働促進の柱となる市民協働推進条

例(仮称)の制定にも取り組みます。 

地域連携の推進につきましては、広域圏組合や任意の協議会において住民サ

ービスの維持向上や地域全体の発展に向けた取り組みを推進するとともに、今

後の道州制をにらみ、県境を越えた合併の研究に取り組みます。 

行政運営の効率化につきましては、複雑多様化する行政ニーズに的確に対応

するため、行政評価システムの本格運用にあわせて、徹底した事務事業の見直

しを進めるとともに、下水道等関係事務を一元化するなど、より効果的な組織

体制の整備を行ない、市民サービスの向上に努めます。 
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また、本年は国勢調査の実施年にあたりますので、行政運営の基礎となるデ

ータ収集の貴重な機会として、精度の高い正確な調査に努めてまいります。 

健全な財政運営につきましては、国の三位一体改革の影響などで深刻な財政

状況にあることから、市税の収納率向上などにより自主財源の確保を図る一方、

事業を厳選しながら効率的な執行に努め、けっして萎縮することなく、柔軟な

発想と旺盛な行動力で対応してまいります。 

 


